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Web パネル
ネストされたグリッドでコントロールブレークを

実装する方法



別の資料で、複数のグリッドを持つ Web パネルのベーステーブルとナビゲーション
が
決定される仕組みを学習しました。
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複数のグリッドを持つ Web パネル



特に、結合を⾏うネストされたグリッドの例を確認しました。

つまり、外側のグリッドが参照するテーブルと内側のグリッドが参照するテーブル
に 1 対 N の関係がある場合です。これらのグリッドにベーステーブルがあるかどう
かは関係ありません。

どちらの方法でも、Web パネルはパラメーターとして国 ID を受け取り、外側の
グリッドはその国の都市を表示しました。その場合、CountryCity を参照します。
一方、内側のグリッドはその都市の観光名所を表示しました。その場合、Attraction 
を参照します。

3

複数のグリッドがネストされている場合



ベーステーブルがあるグリッドの場合、何もする必要はなく、この結合は自動で確
⽴されました。GeneXus が検出し、ソースプログラムにフィルタを追加したため
です。

4

複数のグリッドがネストされている場合

For each Country.City
where CountryId = @CountryId

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

endforGrid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)

擬似コード



一方、ベーステーブルがないグリッドの場合は、ネストされたグリッドをロードす
るために実装した For each で、ベーステーブルを指定する必要がありました (都市
でのフィルタのみ。パラメーターで CountryId 項目属性を受け取ることにより、国
でのフィルタは既に暗示的に⾏われているため)。

5

複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)

擬似コード



これは、両方のグリッドにベーステーブルがある Web パネルです。国の Work 
With パターンに、この Web パネルを呼び出すアクションが追加されています。

フランスを選択すると、パリおよびニースの観光名所が表示されます。パリおよび
ニースはこのシステムに⼊⼒済みの 2 つの都市です。

6

デモ



ここで、フランスではなく、たとえば同様に都市が 2 つ⼊⼒済みであるブラジルを
選択したらどうなるか確認しましょう。

最初のリオ・デ・ジャネイロには観光名所が表示されていますが、2 つ目のサンパ
ウロには観光名所は表示されていません。これは、結合が原因です。

7

デモ



外側のグリッドの Refresh が最初に実⾏され、最初の都市であるリオ・デ・ジャネ
イロの位置になると Grid1 にロードされます。その直後に、ネストされたグリッド
の Refresh が実⾏され、リオ・デ・ジャネイロの観光名所がロードされます。ここ
では「コルコバードのキリスト像」の 1 つだけです。

その後、次の都市であるサンパウロがロードされ、ネストされたグリッドが更新さ
れます。ただし、観光名所のテーブルを参照してサンパウロの観光名所だけをロー
ドしようとしますが、何も⾒つかりません。

観光名所がある都市のみを表示するには、結合ではなくコントロールブレークを実
装する必要があります。
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複数のグリッドがネストされている場合

Grid1.Refresh()

Grid1  Load

Grid2.Refresh()

Grid2  Load

Grid2.Refresh()

Grid1  Load()

リオ・デ・ジャネイロ

サンパウロ

コルコバードのキリスト像

結合ではなくコントロールブレーク



結合ではなく不要なコントロールブレークが発⽣するケースの概要は既に確認しま
した。ただし、ネストされたグリッドに対してベーストランザクションを指定しな
いことで対応しただけでした。CountryCity のように⾒えましたが、実際には
Attraction です。ナビゲーションは詳しく確認しませんでしたが、ここでは例を
使って詳しく確認します。
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複数のグリッドがネストされている場合

Attraction

?Attraction



一覧表示の場合のように、両方の For each コマンド (ベーステーブルありのグリッ
ドからの「暗示的」な場合およびベーステーブルなしのグリッドからの「明示的」
な場合) に同じベーステーブル Attraction が必要です。また、最初の For each 
コマンドでは、国/都市ごとにブレークを作成するようにグループ化する必要があり
ます。

これを⾏うには、ベーストランザクションを変更し、最初のグリッドに order を追
加します。

その方法は、グリッドの実装がベーステーブルありかベーステーブルなしかによっ
て異なります。
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複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order CountryId, CityId

print CountryName
print CityName

For each Attraction
print AttractionName, AttractionPhoto, etc.

endfor

endfor



まず、Web パネルで両方のグリッドがベーステーブルありで実装されている場合を
確認します。

11

ベーステーブルあり



この場合、目的を達成するには、ここに示す外側のグリッドのプロパティを変更し
ます。
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複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order CountryId, CityId

print CountryName
print CityName

For each Attraction
print AttractionName, AttractionPhoto, etc.

endfor

endfor

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



それを⾏う前に、GeneXus に移動しましょう。両方のグリッドのプロパティを確認
します: 最初のグリッドでは [Base Trn] に Country.City が設定されており、
[Order] は設定されていません。

2 つ目のグリッドでは、[Base Trn] に Attraction が、[Order] に AttractionName 
が設定されています。

13

デモ



各グリッドに Refresh イベントおよび Load イベントがプログラムされており、
そこで変数を初期化して合計またはカウントしています (これにより、ロードされた
観光名所の総数と、それらの観光名所が含まれる旅⾏の総数が表示されます)。

さまざまなオブジェクトを呼び出すユーザーイベントもあります。ただし、ここで
は重要ではありません。

14

デモ



GeneXus で、Web パネルのナビゲーション表示を確認しましょう。

最初のグリッドでは次のベーステーブルを使用していることがはっきり確認でき
ます: CountryCity。パラメーターで受け取った国でフィルタします。次に、ネスト
されたグリッドの Load を確認します。Attraction がベーステーブルで、国および
外側のグリッドの都市でフィルタします。

当然、結合が⾏われます。

また、最初の暗示的な For each では Order が CountryId で、2 つ目の For each 
では Order が AttractionName です。後者には、インデックスがない旨のメッセー
ジが表示されています。

15

デモ



GeneXus がプログラムするソースの擬似コードは、ここに示されているコードのよ
うになります。その中で、Grid1 の [Base Trn] プロパティは、暗示的な For each 
のベーストランザクションをプログラムするために使用されました。

2 つ目の For each には、グリッドの [Order] プロパティの内容である
AttractionName が order 節として設定されています。選択されたインデックスが
表示されたのはそのためです。

つまり、まず外側のグリッドの Refresh がトリガーされ、次に、ここに示す暗示的
な For each がトリガーされます。それと内側の For each によって結合が構成され
ます。

16

For each Country.City
where CountryId = @CountryId

複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

endforGrid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



ここで、外側のグリッドである Grid1 のプロパティを変更しましょう。

その際、グリッドの [Base Trn] プロパティを変更すると、暗示的な For each の
ベーストランザクションが変更されます。また、[Order] プロパティは For each 
の order 節になります。

この設定で対応できます。外側のグリッドの Refresh がトリガーされ、次に、ここ
に示す暗示的な For each がトリガーされます。それと内側の For each によって
コントロールブレークが構成されます。そのため、観光名所は国の都市ごとにグ
ループ化されます (パラメーターで渡される CountryId でフィルタ)。

都市ごとに構成された観光名所の各グループについて、Load イベントが一度トリ
ガーされます。その後、最初の⾏がグリッドにロードされます。観光名所の最初の
グループの都市の CityName も表示されます (当然、グループのすべての観光名所
につき CountryName は同一です)。

次に、ネストされたグリッドの Refresh イベントがトリガーされ、その後、暗示的
な For each が実⾏され、そのグループの観光名所のみが参照されます。つまり、
その国および都市の観光名所です。グループ内のそれらの各観光名所について、
Load イベントおよび Load コマンドがトリガーされて、ネストされたグリッドに
ロードされます。

すべてのグループに対してこの処理が実⾏されます。
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For each Country.City
where CountryId = @CountryId
For each Attraction order CountryId, CityId
where CountryId = @CountryId

複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

endforGrid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



ナビゲーション表示を確認すると、両方のグリッドで同じテーブル、つまり
Attraction をナビゲートしていることがはっきり分かります。その際、最初のグ
リッドの [Order] プロパティの項目属性とネストされたグリッドの Order で構成さ
れるインデックスが使用されています。

また、ネストされたグリッドでは、国および最初のグリッドの都市に対応する観光
名所のみが参照されることがはっきり分かります。
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デモ

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



ここで、実⾏環境で確認すると、想定どおりの処理が⾏われます。

たとえば、中国を確認します。想定どおりです。

次にフランスを確認します。ここでは、結合の場合と違いがないように⾒えます。

しかし、観光名所が正確にカウントされていません。なぜでしょうか。

19

デモ



Grid1 では、Count 式を使用して、該当する国または都市の観光名所をカウントし
ます。これは、For each のベーステーブルが CountryCity だった場合は機能しま
したが、ここではベーステーブルが Attraction であるため機能しません。
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For each Attraction order CountryId, CityId
where CountryId = @CountryId

複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

endforGrid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



最初のグリッドの式の問題は、ナビゲーション表示を⾒ればはっきり分かります。

テーブルを参照し、同じテーブルに対して集計を⾏うことはできません。
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デモ

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



これを機能させるには、unique 節を使用する必要があります。ただし、コント
ロールブレーク (グリッド 1 とグリッド 2 の間のコントロールブレーク) には対応
していないため、ここでは役に⽴ちません。
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デモ

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



別の For each を使用すればこの計算を⾏うことができます。その場合、最も外側
の For each に対してネストされた別のコントロールブレークを実装します。

ただし、これはここでは望ましい方法ではありません。1 つのコントロールブレー
クを 2 つのインスタンスに分割することになりますが、最初のインスタンスで都市
のすべての観光名所を参照し、2 つ目のインスタンスでは参照する観光名所があり
ません。
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複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order CountryId, CityId
where CountryId = @CountryId

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

endfor

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



より簡単な解決方法があります。観光名所の数は Grid2 にロードされたすべてのレ
コードの合計であるため、Grid1 に対する Load イベントを削除し、Refresh 以外
で変数の再初期化を⾏わずに、Grid2 の Load に加算の処理を追加します。

これでより簡単に対応できます。
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複数のグリッドがネストされている場合

For each Attraction order CountryId, CityId
where CountryId = @CountryId

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load

endfor

endfor

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり)



たとえば、2 つの都市があるフランスに対して実⾏すると、結合を使用して実装し
た場合と違いはありません。どちらの都市にも観光名所があるためです。

ただし、ブラジルの場合は違う結果になります。または中国の場合です。

ここでは、観光名所が正確にカウントされています。
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デモ



次に、ベーステーブルなしで実装する場合を確認しましょう。

26

ベーステーブルなし



最初に確認したものと同じ結合を実装した Web パネルがあります。ただし、ベース
テーブルはありません。画⾯に示す例では、変数のみが存在し、どのグリッドのプ
ロパティにも項目属性がありません。

イベントで、明示的にデータベースをロードしました。[名前を付けて保存] を実⾏
して、結合を使用したこの例を保存します。別のプロジェクトでコントロールブ
レークを実装します。この機会に、最初の Load から観光名所の Count 式を削除し、
2 つ目の Load に Count 式を追加して全体をシンプルにします。

ここで、国の Work With のアクションを変更して、この Web パネルを呼び出しま
しょう。
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複数のグリッドがネストされている場合

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)



実⾏してフランスの観光名所を確認しましょう。次に中国の観光名所を確認します。
結合が機能していることははっきり分かりますが、コントロールブレークについて
はうまくいっていないようです。
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デモ

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)



最初のグリッドの Load コマンドが 2 つ目のグリッドの Refresh イベントをトリ
ガーし、直後に Load をトリガーしても、実際には For each コマンドがネストさ
れるわけではありません。サブルーチンが呼び出されたようなものです。つまり、
ネストされたグリッドの For each が独⽴して実⾏されたようなものです。

GeneXus が自動の結合を検出せず、&cityName 変数でロードされた都市の観光名
所を明示的にフィルタする必要があるのはそのためです。この変数は、ネストされ
たグリッドの Load を呼び出した最初の Load イベントで取得されました。
CountryId の場合はパラメーターでインスタンス化されるため、フィルタを指定す
る必要はありませんでした。

これが原因で、一⾒した印象よりも気が付きにくい問題となるため、この点には留
意してください。

問題は次の点です: Grid1 に対応する For each でベーステーブルを Attraction に
変更し、国または都市でコントロールブレークを確⽴するにはどうすればよいで
しょうか。
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複数のグリッドがネストされている場合

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)

「Grid2」を実⾏

コントロール
ブレーク?



それを⾏うには、Base Trn または Order を、Grid1 のプロパティに追加するので
はなく (これを⾏うと、実装がベーステーブルありの形に変換されるため)、Grid1 
の Load イベントの明示的な For each に追加します。

そのため、まず、ベーストランザクションが Attraction になるように最初の For 
each を変更する必要があります。

また、Grid2 の For each に対してコントロールブレークを確⽴するためのグループ
化の基準を設定するために、order 節を使用する必要があります。
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複数のグリッドがネストされている場合

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)



しかし、ナビゲーション表示を確認すると、どうなっているでしょうか。

少しおかしいように⾒えます。また、すべての For each が想定どおりに動作して
いるように⾒えますが、それぞれで Order が異なります。単一のインデックスを使
用して効率的に参照する必要があります。何かが適切ではありません。

明らかに、コントロールブレークを作成する必要があることが認識されていません。
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デモ

これはコントロールブレークではない



実⾏して確認できます。

フランスの観光名所について、パリが 2 回出現します。利用可能なパリの 2 つの観
光名所に対応しています。

32

デモ



中国の観光名所については、北京が 3 回出現します。北京の 3 つの観光名所に対応
しています。

ブラジルは 1 回だけ出現します。登録済みのリオ・デ・ジャネイロの観光名所に対
応しています。

どうなっているのでしょうか。

33

デモ



明らかに、コントロールブレークが必要であることが認識されていません。

既に説明したように、これはナビゲーションが実際にはネストされていないため
です。
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複数のグリッドがネストされている場合

観光名所は 1 回だけナビゲートされる



これは 2 つの独⽴した For each コマンドのようなものです。1 つの For each か
らほかの For each の実⾏が呼び出されますが、データベースに対して 2 つの個別
のクエリが実⾏されます。

35

複数のグリッドがネストされている場合

000000



つまり、ベーステーブルのない 2 つのネストされたグリッド間では、実際にはコン
トロールブレークを実装できないことを意味しています。
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複数のグリッドがネストされている場合

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)

ネストされたグリッド間ではコントロール
ブレークを実装できなかった



ここでの解決策として、最初の For each に unique 節を使用します。つまり、
Attraction テーブルの複数のレコードに同じ国または都市がある場合、1 つだけが
保持されるようにします。最初の For Each では変数をロードして、その直後に
Grid2 の Refresh イベントを実⾏し、ロードします。つまり、前の For each から
完全に独⽴して、Grid2 の For each が実⾏されます。ここで unique 節を利用する
のはそのためです。
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複数のグリッドがネストされている場合



ここでナビゲーション表示を確認し、動作を確認します。

38

デモ



実⾏します。

成功しました。

39

デモ



40

ベーステーブルの有無



グリッドにベーステーブルがある場合、コントロールブレークの実装は容易になり
ます。
厳密には、その場合にのみ真のコントロールブレークになります。

2 つ目のケースのグリッドにベーステーブルがない場合は、コントロールブレーク
をシミュレーションしているだけです。実際、Attraction テーブルに対して、2 つ
の独⽴したクエリを使用しています。実際のコントロールブレークで実⾏されたよ
うな、すべてに対応する単一のクエリではありません。

ここまでに確認した内容を試してみることをおすすめします。

41

Grid1 および Grid2 (ベーステーブルあり) Grid1 および Grid2 (ベーステーブルなし)
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